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振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 90,926人 （＋65人）
男  …… 47,219人 （＋17人）
女  …… 43,707人 （＋48人）

世帯 …… 42,555世帯 （＋76世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
平成31年（2019年）2月１日現在

前月比
埼玉県議会議員一般選挙／町会・自治会加入促進月間 � ●❷
春のスポーツ教室／中川やしおスポーツパークオ
ープニングイベント／風しん抗体検査・予防接種／
埼玉県ふるさと創造資金 � ●❸
介護予防を始めましょう／第１４回川の駅・中川やしお花桃まつり � ●❹
人事行政の運営等の状況／市の財務書類／ごみ収
集カレンダーの配布 � ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集�  ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ � ●❿
各種無料相談／８４０伝言板 � ●⓫
平成３０年度八潮ブランド認定品／やしお八つの野
菜de健康レシピ／いきいきやしお写真館 � ●⓬

投票時間　午前7時～午後8時

（関連記事2面に）

投票日は4月7日㈰
　４月７日は埼玉県議会議員一般
選挙の投票日です。忘れずに投票
しましょう。

期　　間 時　　間 場　　所

３月30日㈯～ ４月 ６日㈯
午前 ８時３０分～午後 ８時 市役所 １階ロビー

午前 ８時３０分～午後 ７時 八潮市民文化会館駅前分館
(八潮メセナ・アネックス)

埼玉県議会議員一般選挙

投票日に行けない方は期日前投票ができます。

※投票場所により、時間が異なりますのでご注意ください。
※�八潮メセナ・アネックスは駐車場・駐輪場がありませんので、公
共交通機関または最寄りの有料駐車場・駐輪場をご利用ください。
※�期日前投票では、「宣誓書（兼請求書）」の記入が必要です。事前
に用意したい方は、市ホームページから入手し、投票所入場整理
券と一緒にお持ちください。

期日前投票

物選挙管理委員会☎奮264

楽しい ひ まつり

　２月１９日㈫、やわた子育てひろばで、製作イ
ベント ｢おひなさまづくり」が行われました。
子どもたちは保護者の方と協力して、趣向を
凝らしたひなかざりを作っていました。

物子育て支援課☎839
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

　
今
回
の
選
挙
は
、
次
の
要
件
を

備
え
た
方
が
、
投
票
で
き
ま
す
。

〈
国
籍
・
年
齢
要
件
〉

　
日
本
国
民
で
、
平
成
13
年
４
月

８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

〈
住
所
要
件
〉

▼
平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で
に
、

転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
市
内

に
住
所
が
あ
る
方

▼
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
、
県

内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
、
引
き

続
き
県
内
に
住
所
が
あ
る
方
。
た

だ
し
、
次
の
条
件
が
必
要
で
す
。

・
八
潮
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と

・
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
ま
た
は
「
住
民
票
の
写

し
」
を
持
参
で
き
る
こ
と
。
も
し

く
は
、
投
票
管
理
者
に
対
し
て
確

認
の
申
請
を
行
い
、
確
認
を
受
け

た
方

・
投
票
所
入
場
整
理
券
（
３
月
26

日
㈫
か
ら
発
送
予
定
）

て
い
る
病
院
や
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施

設
な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

〈�

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
〉

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
で
、
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
５
」
の
方

▼
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

次
に
該
当
す
る
方

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級

・
移
動
機
能
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
腎じ

ん

臓ぞ
う

、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の

程
度
が
１
級
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
か
ら
３
級

▼
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

次
に
該
当
す
る
方

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障

が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症

〈
郵
便
投
票
の
代
理
記
載
制
度
〉

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
方
の
う
ち
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

が
い
の
程
度
が
１
級
と
記
載
さ
れ

て
い
る
な
ど
の
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た

代
理
記
載
人
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
い
ず
れ
の

場
合
も
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、

選
挙
期
間
前
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

〈
郵
便
投
票
用
紙
の
請
求
〉

　
す
で
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
が

あ
る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
投
票

用
紙
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
そ
の
投
票
用
紙
請
求
書
と
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
請
求
期
限
は
、
４
月
３
日
㈬
午

後
５
時
必
着
で
す
。

　
字
を
書
く
の
に
不
便
を
感
じ
る

方
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
代
理
投
票
、
点
字
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
代
理
投
票
は
、
選
挙
人
の
指
示

す
る
候
補
者
の
氏
名
を
代
理
投
票

補
助
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
記
載

し
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
は
、
投
票
用
紙
に
点
字

で
、
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
整
理
券（
は
が
き
）

は
貼
り
あ
わ
せ
方
式
で
、
は
が
す

と
１
通
に
最
大
４
人
分
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
投
票
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ご

自
分
の
投
票
所
入
場
整
理
券
を
切

り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
で
、
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
選
挙
期
間
中
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
、
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区

町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
で
投
票
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、

「
投
票
用
紙
」や「
投
票
用
封
筒（
外

封
筒
、
内
封
筒
）」
の
交
付
請
求

が
必
要
で
す
。
ご
自
分
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

八
潮
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

〈�

施
設
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
〉

　
投
票
日
に
指
定
投
票
所
に
な
っ

投
票
で
き
る
方

代
理
投
票・点
字
投
票

持
ち
物

不
在
者
投
票
制
度

投
票
所
入
場
整
理
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

町会・自治会の主な活動

※この他、町会・自治会を通して、市からの情報を回覧・掲示しています。

　空き巣や路上での犯
罪などを防ぐために活
動しています。

•防犯灯の設置や管理　
•夜間防犯パトロール　
•交番情報のお知らせなど

安心して暮らした
い（安全・安心）

　災害時に助け合える
よう、自主防災組織を
結成しています。
•防災訓練
•災害時に手助けが必要な
方の把握や避難の協力
•避難所の開設・運営
•災害時の食料や資機材の
保管・管理など

いざという時のた
めに（防災）

　誰もが地域でいきい
きとすこやかに暮らせ
るように活動をしてい
ます。

•小・中学生の登下校時の
パトロール
•障がいのある人や高齢者
の見守り活動など

いきいきと暮らし
たい（すこやか）

町
会
・
自
治
会
の
役
割

・
主
な
活
動

　
町
会
・
自
治
会
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
人
と
人
と
の
「
絆
」
を
つ
く

り
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

場
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
最
も

身
近
な
団
体
で
す
。

　
日
頃
か
ら
近
く
に
住
む
皆
さ
ん

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
日
常
の
生
活
が
豊
か
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
な
ど
の

非
常
時
に
お
い
て
も
頼
り
に
な
る

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
町
会
・
自
治
会
で
は
、

下
表
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、「
八
潮
市
町
会
自
治

会
へ
の
加
入
及
び
参
加
を
進
め
る

た
め
の
条
例
」
に
よ
り
、
転
入
し

た
方
へ
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉
東
支
部
、

町
会
・
自
治
会
長
で
構
成
さ
れ
る

八
潮
市
町
会
自
治
会
連
合
会
と
協

定
を
締
結
し
、
事
業
者
と
協
力
し

な
が
ら
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
日
常
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
、
草
加
警
察
署
お
よ
び

八
潮
市
町
会
自
治
会
連
合
会
、
市

で
協
定
を
締
結
し
、
犯
罪
な
ど
の

情
報
を
町
会
・
自
治
会
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
に�

�

加
入
す
る
に
は

　
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
を
希

望
す
る
場
合
は
、
直
接
、
町
会
・

　
３
月
・
４
月
は
町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
で
す
。

町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間

つ
な
が
り
育
て
る
地
域
の
力

�

～
町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
～

自
治
会
に
申
し
込
む
か
、
市
民
協

働
推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
奮
３
２
8

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
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覆昭和47年4月2日~昭和54年4月1日生まれの男性
※対象の方には、4月にクーポン券を発送します。
※昭和37年4月2日~昭和47年4月1日生まれの男性は、平成32年度以
降、クーポン券を発送予定ですが、平成31年度に抗体検査および予
防接種を希望される方は、お問い合わせください。
　詳しくは、クーポン券または市ホームページをご覧ください。

　4月から風しん抗体検査および予防接種（検査の結果、抗体が低
い方のみ）を実施します。 物保健センター☎995－3381

腹4月7日㈰　午前9時~11時30分
複中川やしおスポーツパーク　多目的広場全面
覆市内在住・在学の野球またはサッカー経験のある小学校4年生～6年生
淵埼玉西武ライオンズによる野球教室
　浦和レッズによるサッカー教室
講師　【野球教室】　埼玉西武ライオンズOB
　　　【サッカー教室】　浦和レッズ　ハートフルクラブサッカーコーチ
払各100人（申込順）
沸無料
仏3月15日から31日までに、窓口または電話で文化スポーツセンターへ
※観覧の方は、申し込み不要

　中川やしおスポーツパークの全面オープンを記念して、オープニ
ングイベントを開催します。物文化スポーツセンター☎996－5126

男性の風しん抗体検査・予防接種

埼玉県ふるさと創造資金の活用
　市では、市の魅力を発信し、市への愛着や誇りを醸成することなど
を目的として「ハッピーこまちゃんを活用したPR戦略」事業を展開し、
平成30年度に県の補助制度である「埼玉県ふるさと創造資金」を活用

し、ハッピーこまちゃんのコミュ
ニティバスへのラッピング、学校
給食用新食器へのイラスト印刷、
ぬいぐるみの作製や、八潮市シテ
ィセールスPR動画の制作などを
実施しました。
物企画経営課☎焚885

「埼玉西武ライオンズ
ベースボールクリニック

� &浦和レッズハートフルクリニック」

中川やしおスポーツパークオープニングイベント

中川やしおスポーツパークの利用申し込み・抽選について
　中川やしおスポーツパークの多目的広場B（主にソフトボール）は、
４月から利用できます。
　利用申し込み・抽選などについて、詳しくは、まんまるよやくホー
ムページ（http://cms.manmaruyoyaku2.jp/）または文化スポーツ
センター窓口へお問い合わせください。

⑤筋調整ヨガ
　筋肉の特性を生かし、全身の筋肉を調整して、身体のく
せやゆがみを直していきます。

弗�室内用運動靴、ヨガマ
ットまたはバスタオル

払３０人（申込順）
沸４，０００円

腹�４月24日～6月26日（5月1日、6
月12日を除く毎週水曜日・全
8回）　午前10時～11時10分
複エイトアリーナ　
覆市内在住・在勤の方

⑨親子体操（３歳児＋保護者）
　跳び箱やフープ、ボールなどの器具を使い、音楽にあわ
せたダンスなど、親子で身体を動かします。

幼児とその保護者
弗室内用運動靴
払20組（親子2人1組　申
込順）

沸3，０００円

腹�４月27日～6月15日（5月4日・
11日を除く毎週土曜日・全6
回）　午前10時～10時50分

複文化スポーツセンター
覆平成31年4月2日現在で3歳の

⑧小学生初心者水泳
　泳ぎが苦手・まったく泳げない児童向けの教室です。水
なれからはじめ、面かぶりクロールで15メートル泳げる
ようになることを目標とします。

覆市内在住・在学の小学生
弗水着、水泳帽、タオル
払25人（申込順）
沸2,400円

腹�4月26日～6月28日（5月3日、
6月21日を除く毎週金曜日・
全8回）　午後7時～8時

複市民温水プール

①ピラティス
　身体の「正しい姿勢」を整えるため、無意識に動かして
いる「クセ」を修正し、関節可動域を広げる動きづくりな
どを行います。

覆市内在住・在勤の方
弗�室内用運動靴、ヨガマ
ットまたはバスタオル

払３０人（申込順）
沸４，０００円

腹�4月23日～6月25日（4月30日、
6月11日を除く毎週火曜日・
全8回）　午前9時30分～10
時30分
複エイトアリーナ　

②健康ダンベル
　簡単な道具を用いて軽い筋力トレーニングと有酸素運
動を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸４，０００円

腹�４月23日～6月25日（4月30日、
6月11日を除く毎週火曜日・
全8回）　午前10時45分～11
時45分
複エイトアリーナ　

⑥ノルディックウオーキング
　ポールを使いながら歩くことで、普通に歩くより、約30
パーセント運動量が増えるといわれています。中川の新
堤を歩くほか、ポールをつかったストレッチなどもあわ
せて行います。

堤周辺
覆市内在住・在勤の方
弗�運動靴
払25人（申込順）
沸3，０００円

腹�４月25日～6月20日（5月2日
を除く毎週木曜日・全6回・
予備日含む）　午前10時～
11時30分　

複鶴ケ曽根運動広場・中川新

⑩幼児体操
　跳び箱やマット、ボールなどの器具を使い、「調整力」を
発達させるための動き作りの基礎となる、多種多様な体
操を行います。

と5歳の幼児
弗室内用運動靴
払２５人（申込順）
沸1,800円

腹�4月27日～6月15日（5月4日・
11日を除く毎週土曜日、全6
回）　午前11時10分～正午

複文化スポーツセンター
覆平成31年4月2日現在で4歳

③はじめて簡単エアロ
　初心者向けの教室です。簡単な基本的ステップからは
じめます。また、運動量としても少なめなので、これから
運動を始める人におすすめです。

覆市内在住・在勤・在学の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３，０００円

腹�４月23日～7月2日（4月30日、
５月21日、6月11日を除く毎
週火曜日・全8回）　午後7時
～7時45分　
複エイトアリーナ　

④ダイエットエクササイズ
　運動量が多めの教室です。音楽にあわせて全身を動か
して、脂肪を燃やしましょう。ダンスが苦手な方でも、大
丈夫です。

覆市内在住・在勤・在学の方
弗室内用運動靴
払３０人（申込順）
沸３，０００円

腹�４月２３日～7月２日（４月３０日、
５月21日、６月１１日を除く毎
週火曜日・全８回）　午後８時
～８時４５分
複エイトアリーナ

⑦骨盤リメイクヨガ
　骨盤を正常な位置に戻すようにアプローチし、骨盤を
中心に全身のバランス調整を行います。

覆市内在住・在勤の方
弗室内用運動靴、ヨガマ
ットまたはバスタオル

払３０人（申込順）
沸４，０００円

腹�４月26日～6月28日（5月3日、
6月21日を除く毎週金曜日・
全8回）　　午前9時30分～10
時30分

複エイトアリーナ　

※�①～⑦の教室で定員に空きがあるときは、１教室１
回に限り、６００円（③④は５００円）で体験することが
できます。
−共通−
仏参加申込書（文化スポーツセンター、エイトアリ
ーナまたは市ホームページで入手）に参加費を添え
て４月３日から４月１５日までに、文化スポーツセンタ
ー（☎９９６－５１２６、受付＝午前９時～午後５時）へ

平成31年度 春のスポーツ教室
　過ごしやすくなるこれからの時期に、気軽なスポーツを始めてみましょう。 物文化スポーツセンター☎９９6‒５１２６

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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花桃まつり特別イベント

　
「
介
護
予
防
」
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
を
未
然
に
防
ぎ
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
自

立
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
自
分

ら
し
く
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に

取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い

き
と
し
た
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）

　
今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
保
険
の
理
念
で
あ
る
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
た
め
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
、
高

齢
者
自
身
も
自
ら
の
も
つ
能
力
の

維
持
向
上
の
た
め
に
、
介
護
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
総
合
事
業
は
、
そ
の
仕
組
み
と

し
て
市
が
実
施
す
る
介
護
予
防
事

業
で
す
。

　
総
合
事
業
に
は
、
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
一
般

介
護
予
防
事
業
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援��

サ
ー
ビ
ス
事
業

覆
要
支
援
１
、
２
の
認
定
を
受
け

た
方
お
よ
び
６５
歳
以
上
で
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
※
」
に
よ
り
生

活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
方

※
全
２５
項
目
の
質
問
表
で
、
運
動
、

口こ
う

腔く
う

、
栄
養
、
も
の
忘
れ
、
う
つ

症
状
な
ど
、
心
身
機
能
で
衰
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

淵
表
１
の
と
お
り

一
般
介
護
予
防
事
業

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

淵
心
身
の
機
能
向
上
を
図
り
、
介

護
予
防
の
充
実
を
目
指
す
た
め
の

事
業
で
す
。
主
な
事
業
は
、
表
２

の
と
お
り

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８

介
護
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

表１．介護予防・生活支援サービス事業
事業名 内容

訪問型サービス
ホームヘルパーなどが訪問し、調理や掃除をい
っしょに行うなど、利用者ができることが増え
るよう支援します。

通所型サービス
デイサービスセンターなどに通い、生活機能の
維持向上のための体操や筋力トレーニングなど
を行います。

腹３月２３日㈯・２４日㈰　午前９時３０分～午後３時３０分
淵▼２３日㈯＝開会式典、中川クルージング体験、Ｕコン無料体
験、モラル川柳コンテスト表彰式、花桃ペーパーのばしゲーム
など
▼２４日㈰＝花桃ウォーキング、大声コンテスト（お花畑で愛や
感謝を叫ぶ）、子ども向けゲーム、ドローン無料体験など
▼２３日㈯・２４日㈰＝模擬店、地元農産物直売、商工会特産品推
奨品販売、花桃色で集まろう！（ピンクの衣服を身に着けて会
場を花桃色に染めよう）、花桃ライブ、和船遊覧体験、手ぶら
でバーベキュー、バルーンアート

　中川やしおフラワーパークで、「川の駅・中川
やしお花桃まつり」特別イベントを開催します。
また、水辺の楽校特別イベントも同時開催します
ので、ぜひお越しください。

物（一社）八潮市観光協会（八潮メセナ・アネックス
事務室内）☎９５１－０３２３

水辺の楽校特別イベント

※車で来場される方は、中川やしおフラワーパークの駐車場をご利用
ください。出入口は、午後６時～翌午前６時まで施錠します。夜間は車
両の出入りはできません。

―①②共通―� �
腹３月２４日㈰※雨天中止� �
沸無料� �
物商工観光課（☎焚２０２）

①カヌー体験
受付＝午前９時３０分～午後２時
覆３歳以上（小学校３年生以下は
保護者同伴）
淵水辺の楽校水路内周遊
払１００人（当日先着順）
②防災まつり
受付＝午前１０時～午後３時
覆小学生以上
淵降雨・自然災害・地震体験車、
Ｅボート乗船体験（※Ｅボート
乗船体験は午後１時まで）
※事前申込不要

みんなで咲かそう花桃の花！ 
根を張れ花桃

　植え替えをした花桃の木の健やかな成長を願って、人工の花
桃ツリーに来場した皆さんで和紙を使った手作りの花桃を咲か
せましょう。

花桃まつり
第１４回　川の駅・中川やしお

表２．一般介護予防事業
事業名 内容

介護予防健康体操
教室 専門の指導員による運動の実技指導や、自宅で

できる運動の紹介、運動継続のアドバイスを行
います。若返るぞ！シニア

体操教室

健康スリムアップ
教室

運動と栄養を組み合わせた指導により、適正体
重を目指します。

お口の健康教室
歯科衛生士による歯磨き指導、ほうれい線に効
く口腔体操や唾

だ

液
えき

腺
せん

マッサージなどを行います。

おいしく食べよう
栄養教室

管理栄養士などによるバランスがよい食事につ
いての講話、簡単で栄養満点な食事作り（調理
実習）を行います。

骨
こつ
骨
こつ
運動教室

専門の指導員による転倒予防体操や、筋力・体
力向上のための運動についての講話と実技を行
います。

介護予防講演会
専門家（医師、歯科医師、健康運動指導士など）
による、健康づくりやこころの健康などの介護
予防をテーマとした講演会です。

介護支援ボランテ
ィア事業

市内の介護保険施設などでボランティア活動を
行って集めた評価ポイントを、年間最大5,000円
に換えることができます。

八潮いこい体操
全身の曲げ伸ばしを中心とした、無理なくマイ
ペースにできる体操です。地域の公民館などを
会場とし、楽しみながら健康づくりを行うグル
ープ活動です。

※各事業の募集については、随時広報やしおなどでお知らせします。

同時開
催
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⑴
人
件
費
の
状
況

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況

⑶
職
員
の
平
均
給
料
月
額
お
よ
び

平
均
年
齢
の
状
況

⑺
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

※
（　
）
内
は
女
性
職
員
数

⑷
時
間
外
勤
務
の
状
況

　
平
成
２９
年
度
の
一
般
職
員
の
１

月
当
た
り
平
均
時
間
外
勤
務
時
間

は
、
約
１４
・
８
時
間
（
休
日
勤
務

を
含
む
）。職員

の
分
限
お
よ
び 

懲
戒
処
分
の
状
況
　

４
　
平
成
２９
年
度
に
分
限
処
分
を
受

け
た
職
員
総
数
は
１２
人
。
懲
戒
処

分
を
受
け
た
職
員
は
１
人
。

職
員
の
服
務
の
状
況

５⑴
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

　

平
成
２９
年
度
の
承
認
件
数
は
、

研
修
を
受
け
る
場
合
が
８５０
件
、
厚

生
事
業
に
参
加
す
る
場
合
が
６４３
件
、

そ
の
他
が
１４
件
。

⑵
営
利
企
業
等
従
事
の
許
可
状
況

　
平
成
２９
年
度
の
許
可
件
数
は
１

件
。

職
員
の
研
修
お
よ
び 

人
事
評
価
の
状
況
　

６⑴
研
修
の
概
要

　
平
成
２９
年
度
は
、
全
57
コ
ー
ス

に
参
加
し
、
延
べ
８５０
人
が
修
了
。

⑵
職
員
の
人
事
評
価
の
概
要

　
能
力
評
価
、
業
績
評
価
を
実
施
。

職
員
の
福
祉
お
よ
び 

利
益
の
保
護
の
状
況

７⑴
福
利
厚
生
制
度
の
概
要

　
共
済
制
度
は
、
埼
玉
県
市
町
村

職
員
共
済
組
合
で
実
施
。

　
福
利
厚
生
事
業
は
、
市
が
外
部

委
託
。

　
そ
の
他
、互
助
組
織
と
し
て「
職

員
互
助
会
」
を
組
織
。

⑵
公
務
災
害
の
発
生
状
況

　
平
成
２９
年
度
の
公
務
災
害
、
発

生
件
数
は
４
件
。そ

の
他

８
　
平
成
２９
年
度
の
「
勤
務
条
件
に

関
す
る
措
置
要
求
」
お
よ
び
「
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し
立

て
」
は
な
い
。

平成２９年度普通会計
歳出額
（Ａ） 29,839,320千円

人件費
（Ｂ） 4,364,150千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ） 14.6％

※人件費には、特別職に支給さ
れる給料、報酬などを含む

平成２９年度普通会計

職員数
（A）

給与費
１人当たり
給与費

（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員手当 期末勤
勉手当 計（Ｂ）

494人 1,766,409
千円

430,701
千円

709,365
千円

2,906,475
千円 5,884千円

※職員数は、平成30年4月1日現在の人数
※職員手当には、退職手当を含まない

（平成30年4月1日現在）

区　分
一般行政職

平均給料月額 平均�
年齢

八潮市 ２９８，８４８円 ３８.８歳

埼玉県 ３２３，６９０円 ４２.７歳

国 ３２９，８４５円 ４３.５歳

⑷
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（各年度とも4月1日現在）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

１０１.３ １０１.９ １０３.１

※ラスパイレス指数とは、一般行政職
について国家公務員の給料を１００と
した場合、地方公務員の給与水準が
どのくらいかを示す指数

⑸
職
員
の
初
任
給
の
状
況

（平成30年4月1日現在）

区　分
一般行政職

八潮市 国

大学卒 187,200円 180,700円

高校卒 158,300円 148,600円

（平成30年4月1日現在）
区分 給料月額 区分 報酬月額 期末手当

市　長 724,000円 議　長 455,000円 支給割合
（平成２9年度）
６月期
� ２．０75月分
１２月期
� ２．325月分
計� ４.4月分

副市長 697,500円 副議長 415,000円

教育長 688,750円 議　員 395,000円

※市長、副市長、教育長の給料月額は特例条例によりそれ
ぞれ20パーセント、10パーセント、5パーセントの減額
をしており、減額後の金額

物
総
務
人
事
課
☎
奮
２
３
８

　
市
の
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

別表 部門別職員数の状況�（各年4月1日現在）
職員数 対前年

増減数平成２９年 平成30年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総 務 129 134 5
税 務 43 43 0
民 生 130 129 △１
衛 生 37 37 0
労 働 5 5 0
農林水産 6 6 0
商 工 9 8 △１
土 木 76 77 1
小 計 ４４１（33）４４５（47） 4

特
別
行

政
部
門

教 育 ５０（２） ４９（３） △１

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水 道 23 22 △１
下 水 道 14 14 0
そ の 他 37 37 0
小 計 ７４（５） ７３（４） △１

合　　計 ５６５（40）５６７（54） 2
※職員数は、休職者・派遣職員などを含み、特別職・
臨時および非常勤職員を除く

※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、それぞれの
計に含まない

長
級
以
上
の
職
員
の
総
数
は
１１３
人

で
あ
り
、
平
成
２９
年
度
中
に
お
け

る
昇
任
者
数
は
、部
長
級
７
人（
１

人
）、
副
部
長
級
８
人
（
０
人
）、

課
長
級
１３
人
（
２
人
）、
副
課
長

級
１０
人（
２
人
）、計
３８
人（
５
人
）。

※　
（　
）
内
は
、
女
性
職
員
数

⑷
職
員
の
退
職
の
状
況

　
平
成
２９
年
度
は
、
定
年
退
職
１２

人
、
勧
奨
退
職
２
人
、
自
己
都
合

退
職
６
人
、
計
２０
人
。

⑸
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な

増
減
理
由

　
部
門
別
職
員
数
の
状
況
は
、
別

表
の
と
お
り
。

　
主
な
増
減
理
由
は
、
業
務
増
に

伴
う
増
員
お
よ
び
業
務
の
統
廃
合

・
縮
小
に
伴
う
減
員
に
よ
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
の
状
況

３⑴
勤
務
時
間
の
概
要

　
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
１
週
間

当
た
り
３８
時
間
４５
分
。
原
則
、
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
、

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
ま
で
。

⑵
休
暇
制
度
の
概
要
・
種
類
等

　
年
次
有
給
休
暇
、
病
気
休
暇
な

ど
。

⑶
年
次
有
給
休
暇
等
の
取
得
状
況

　
平
成
２９
年
年
度
の
一
般
職
員
の

年
次
有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数

は
１１
・
１
日
。
育
児
休
業
の
取
得

者
は
２１
人
（
２０
人
）、
部
分
休
業

の
取
得
者
は
６
人
（
６
人
）。

⑴
職
員
の
採
用
の
状
況

　
平
成
２９
年
度
は
、
一
般
事
務
２２

人
（
１１
人
）、建
築
技
師
３
人
（
１

人
）、
電
気
技
師
１
人
（
０
人
）、

保
育
士
１
人
（
１
人
）、
保
健
師

２
人
（
２
人
）。

※
（　
）
内
は
、
女
性
職
員
数

⑵
再
任
用
の
状
況

　
平
成
２９
年
度
は
６４
人
（
１５
人
）。

※
（　
）
内
は
、
女
性
職
員
数

⑶
職
位
別
任
用
状
況

　
平
成
３０
年
３
月
末
現
在
、
副
課

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

職
員
の
給
与
の
状
況

１

職
員
の
任
免
お
よ
び
　

職
員
数
に
関
す
る
状
況

２

⑹
職
員
手
当
の
状
況

（平成30年4月1日現在）
退職手当（平成29年度支給割合）

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.4450月分 25.55625月分
勤続25年 29.1450月分 34.58250月分
勤続35年 41.3250月分 49.59000月分
最高限度額 49.5900月分 49.59000月分
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2％～30％加算)

期末手当・勤勉手当
（平成29年度支給割合）

期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.85月分
12月期 1.375月分 0.95月分
計 2.6月分 1.8月分

職制上の段階、職務
の級等による加算
措置

あり

　連結貸借対照表を資産総額1,494万円の家計に置き
換えると次のようになります。

　平成２９年度決算の連結貸借対照表を簡略化すると次
のようになります。

市
の
財
務
書
類
を
作
成

物
財
政
課
☎
奮
３
０
６

資産の部 負債・純資産の部

有形・無形固定資産 1,273億円 負債 675億円

投資その他の資産 128億円 純資産の部
【資産－負債】
（うち当期利益）

819億円

（37億円）流動資産 93億円

資産合計� 1,494億円 負債・純資産合計� 1,494億円

資産の部 負債・純資産の部

自宅・土地・車 1,273万円 住宅などのローン 675万円

定期預金・株式 128万円 ローン返済後の財産
【資産－負債】

（うち平成29年度増加分）

819万円

（37万円）現金・普通預金 93万円

資産合計� 1,494万円 負債・純資産合計� 1,494万円

　
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
平
成
２９

年
度
の
連
結
財
務
書
類
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
連
結
財
務
書
類
は
財
政
の
効
率

化
・
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
２７
年
１
月
に
総
務
省
か
ら
示

さ
れ
た
「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

地
方
公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基

づ
き
、
企
業
会
計
の
手
法
を
用
い

て
決
算
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

・市役所 ・保健センター
・リサイクルプラザ ・やしお生涯楽習館
・水道部 ・八潮メセナ
・コミュニティセンター ・八條図書館
・資料館 ・八幡図書館
・ゆまにて ・寿楽荘
・エイトアリーナ ・駅前出張所
・文化スポーツセンター

　平成３１度のごみ収集カレンダーは、市役所およ
び市内各公共施設の窓口で配布しています。また、
市ホームページにも掲載しています。収集日およ
び地区により種類が分かれていますので対応する
カレンダーをご確認ください。
※家庭ごみは、収集日の朝８時までにお出しくだ
さい。 物環境リサイクル課☎焚２３４

ごみ収集カレンダーの配布

配 布 場 所
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
平
成
３１
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
３
月
２０
日
㈬
ま
で
開
会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　
３
月
１４
日
㈭
・
１８
日
㈪
・

１９
日
㈫

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。

払
各
日
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
会
議
の
傍
聴

腹
３
月
１９
日
㈫　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

淵
平
成
２９
年
度
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
事

業
評
価
調
書
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
０
２

●
第
３
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴腹
３
月
２６
日
㈫　
午
後
２
時
～
（
受
付
＝

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ｂ

淵
平
成
３１
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画（
案
）

な
ど
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
２
回
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
３
月
２７
日
㈬　
午
後
３
時
～
４
時

複
市
役
所
第
２
会
議
室

淵
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
係
る
進
捗

状
況
の
報
告
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
係
る
平
成
３１
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
焚

４
７
０

水
道
料
金
徴
収
事
務
等
の

委
託
先
変
更

　
４
月
１
日
か
ら
、
水
道
料
金
徴
収
事
務

等
の
委
託
先
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

委
託
先

３
月
３１
日
ま
で
＝
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ

ッ
ツ
㈱

４
月
１
日
か
ら
平
成
３６
年
３
月
３１
日
ま
で

＝
㈱
東
計
電
算

委
託
業
務
の
内
容

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
▼
使
用
開
始
や

中
止
な
ど
の
受
付
▼
水
道
使
用
者
な
ど
か

ら
の
電
話
受
付
▼
水
道
料
金
お
よ
び
下
水

道
料
金
の
収
納
お
よ
び
滞
納
整
理
▼
給
水

受
付
業
務
な
ど

物
経
営
課
☎
９９６
・
１
４
８
６

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
・

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
平
成
３１
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
義
務
者
は
、
所
有
し
て
い
る

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地

や
家
屋
の
価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

腹
４
月
１
日
㈪
～
５
月
３１
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

①
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
②
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時

複
①
資
産
税
課
（
縦
覧
・
閲
覧
）
②
駅
前

出
張
所
（
閲
覧
の
み
）

淵
▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
）
▼
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類

・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

弗
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

※
市
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、

こ
の
期
間
に
本
人
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
さ

れ
る
方
に
は
、
課
税
台
帳
の
写
し
を
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
（
こ
の
期
間
以
降
は
有

料
）。

物
資
産
税
課
☎
焚
２
０
５

大
瀬
古
新
田
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙

●
選
挙
人
名
簿
縦
覧

腹
３
月
１４
日
㈭
～
２７
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
含
む
）　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分

●
立
候
補
届
出

腹
４
月
９
日
㈫
～
１８
日
㈭
（
土
・
日
曜
日

を
含
む
）　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

―
共
通
―�

�

複
区
画
整
理
課�

�

物
区
画
整
理
課
☎
焚
４
６
０

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
早
朝
、
夜
間
、
休
日
に
も
住
民
票
な
ど

の
証
明
書
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
取
得
で
き
ま
す
。

　
店
舗
に
設
置
さ
れ
て
い
る
キ
オ
ス
ク
端

末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
か
ら
、
簡
単
操

作
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
に
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の

結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。
身

近
な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は

耳
を
傾
け
ね
ぎ
ら
い
、
支
援
先
に
つ
な
げ
、

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
１
回
、
精
神

科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

相
談
機
関
な
ど

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
・
０６４
・
５５６

・
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
（http://

shienjoho.go.jp

）

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
２４
時
間
対

応
）
錆
０
１
２
０
・
２７９
・
３３８

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
備
え
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利

用
す
る
に
は
、
登
録
と
講
習
会
受
講
が
必

要
で
す
。

利
用
期
間　
登
録
後
～
平
成
３２
年
３
月
３１

日利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１６
歳
以
上

の
方

沸
２
０
０
０
円
（
受
講
料
）

仏
４
月
１
日
午
後
２
時
か
ら
、
受
講
料
を

お
持
ち
の
う
え
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
窓
口
（
☎
９９６
・
５
１
２
６
）
へ

特
定
外
来
生
物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
の
情
報
提
供

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
外
来
生

物
法
に
よ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定

さ
れ
た
外
来
種
の
昆
虫
で
す
。
幼
虫
は
、

桜
や
梅
な
ど
の
樹
木
に
寄
生
し
て
弱
ら
せ
、

枯
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
北

部
地
区
を
中
心
に
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
寄
生
し
た

樹
木
か
ら
は
、
フ
ラ
ス
（
木
屑
と
フ
ン
が

混
ざ
っ
た
も
の
）
と
呼
ば
れ
る
褐
色
の
カ

リ
ン
ト
ウ
状
の
も
の
が
排
出
さ
れ
、
根
元

に
落
ち
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
樹
木

を
見
つ
け
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
徴　
▼
体
長
は
２
～
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
▼
体
全
体
が
光
沢
の
あ
る
黒
色
▼
ク
ビ

（
矢
印
部
分
）
が
赤
い
▼
幼
虫
は
樹
木
の

内
部
で
２
～
３
年
か
け
て
成
長
▼
６
～
８

月
に
成
虫
が
出
現
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物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
３
３
８

　１９８９年１月８日から始まった「平成」の時代が、２０１９年４月３０日を
もって終わります。「平成」の時代は、激動する世界情勢に日本も
大きな影響を受けたほか、自然災害の多発、先端技術の目覚ましい
進展、ライフスタイルの変容、価値観の多様化など、あらゆる面で
変化の目まぐるしい時代でした。
　「平成」の３０年間には、「人権教育啓発推進法」をはじめ、「部落
差別解消推進法」「障害者差別解消法」「ヘイトスピーチ解消法」な
ど、人権に関する多くの法律が施行され、法整備の面では進展があ
りました。
　しかしながら、いまだに、いじめ、虐待、ＤＶ（ドメスティック
バイオレンス）などの事件が後を絶たず、インターネット上では、
誹謗中傷や差別的な書き込みが掲載されるなど、時代の変遷に伴う
悪質な事件も引き続き発生しています。現在は、施行された法律の
具体化と共に、私たち一人ひとりが法制定の主旨や意義を改めて理
解し、実践に移していくことが求められています。
　「平成」は終わり、新たな時代が始まります。人権が尊重され、
差別や偏見のない社会を実現するためには、私たち一人ひとりが人
権について学び、意識を高め、相手の気持ちを考え、お互いが心を
通い合わせることが大切なのではないでしょうか。

人権について考えてみよう
～「平成」から新時代に向かって～

人 権 そ れ は 愛

物人権・男女共同参画課☎奮811、社会教育課☎奮365

腹３月３１日、４月７日（各日曜日）
午前９時～午後５時（正午～午後１時を除く）
淵各種証明書の交付、住民異動届（転入・転
出など）、印鑑登録、戸籍の届け出
※住民基本台帳カード・個人番号カードを利
用する転入届は、住民基本台帳ネットワーク
システムが停止しているため、受け付けられ
ません。また、届け出内容により、他市への
照会や市民課以外の手続きが必要となる場合

住民異動届の臨時受付

には、後日来庁して
いただくことがあり
ます。
※駅前出張所は閉庁
のため、受け付けし
ていません。
物市民課☎焚２１０


